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代 領主名 家督年月 没年月 領知 事跡

1 竹中重元 永禄３年（１５６０）２月カ 美濃国不破郡岩手などで６０００貫
岩手城主岩手弾正を攻めて追い、領主となる（永禄
元年）

2 竹中重治（半兵衛） 天正７年（１５７９）６月

3 竹中重門 寛永８年（１６３１）閏10月
不破郡内で５０００石（天正１７年）。河内国安宿
郡・同国大県郡にて１０００石を加増される（文
禄３年）。徳川家光より、領知安堵（寛永２年）

自らの領地「関ケ原」の戦いで、西軍・小西行長を
捕縛し、徳川家康から感状をうける（慶長５年）。秀
吉一代記『豊鑑』を著す（寛永８年）

4 竹中重常 寛文４年（１６６４）７月 ６０００石
炎上した禁裏の造営を奉行した功により、従五位下
越中守に叙任される（万治元年）

5 竹中重高 寛文４年（１６６４）12月 延宝６年（１６７８）９月
弟重之に河内国１０００石を分知して、５０００石
（寛文４年）

6 竹中重長 延宝６年（１６７８）12月 天和２年（１６８２）６月

7 竹中重栄 天和２年（１６８２）12月 宝暦10年（１７６０）６月

8 竹中元敏 享保14年（１７２９）７月 宝暦３年（１７５３）７月

9 竹中元儔 宝暦３年（１７５３）10月 安永９年（１７８０）12月

10 竹中重寛 天明元年（１７８１）３月 文化４年（１８０７）８月

11 竹中重英 文政７年（１８２４）９月

12 竹中重知 天保11年（１８４０）９月

13 竹中重明 天保11年（１８４０）12月 明治24年（１８９１）８月

14 竹中重固 文久元年（１８６１）３月 明治24年（１８９１）１月
幕府陸軍奉行として長州征伐、鳥羽・伏見の戦いで
軍を率いる。大政奉還後の戊辰戦争を、福島二本
松、箱館五稜郭に官軍と戦う


